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《2019 年度第１回大会（総 72 回）：2019 年 7 月６日（土）於：成城大学》 

 

（Ⅰ）清華簡を中心とした楚簡の用字避複についての考察 

片倉 峻平（東京大学大学院人文社会系研究科博士後期課程） 

   

中国において近年陸続と発見される新出土資料には、「用字避複」と呼ばれる、

文字が近い位置で重複した際にその用字が差異化される現象が存在する。今回の発

表では筆跡が比較的明瞭に判断できる「清華簡」を用いてこの用字避複について検

討を行った。なお、本発表での「用字避複」の定義は「一つの簡の内に用字が重複

した場合にそれらの字形の差異化が認められる現象」というものである。 

まずはサンプル調査の結果と、そこから導き出された客観的数値を提示した。サ

ンプル調査は、字迹分類の諸先行研究のうち意見が割れることなく複数の研究者が

同一の書写者であると判断した各篇をそれぞれまとめ、大きく四つに分類して行っ

た。客観的数値の具体例としては、用字避複は全ての分類を通して重複がある場合

を全体としたわずか 5%前後にしか見られないという点が挙げられる。即ち非常に

稀にしか避複が見られないということである。また調査の結果、避複されやすい字

や全く避複されない字も存在するということを述べた。具体的には、「用」やそれ

を構成要素とする「甬」など「用」にまつわる字では分類に関わらず避複が見られ

やすく、一方で「王」「公」「乃」などは頻出するにも関わらず今回の調査ではど

の分類でも一切避複が見られなかった、などというものである。 

この結果から、従来「書写者の修辞意識が働いた結果」として説明されることの

多かったこの現象には修辞意識は大きくは関わっていない、という結論を導いた。

また、用字避複は書写者の専業性が進み彼らの字形知識の豊富さを主張するために

用いられていたのではないか、という仮説を提示した。 

清華簡に関しては今後も公表が予定されているものが非常に多く、以後は調査対

象をより広げることで当時の用字法にさらなる発見があることを期待し研究に邁

進することを今後の課題としたい。 
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（Ⅱ）楚簡資料による上古韻部の検討 

鳥羽 加寿也（大阪大学文学研究科博士後期課程学生 

・日本学術振興会特別研究員） 

 

本発表では、上古韻部の内、比較的議論の余地がある乙類韻部を中心に、楚簡資

料も用いつつ、特にそれらの資料からうかがうことのできる方言性について、いく

つかの問題を取り上げて検討した。 

 まず、歌部について、かねてから指摘されている楚方言での支部との関係を、『楚

辞』や『老子』の韻文を用いて確認した後、同様の関係が楚簡における異文や通仮

でも見られることを、『左伝』における季桓子の名を表記する字「斯」が上博簡『孔

子見季𧻚子』では歌部字で表記される例等を挙げて示した。そして、このような歌

支の関係を成立させる音声的背景が、後漢時代における歌部三等の支部への流入で

はなく、等に関係のない歌部と支部との偶発的混同によるものであることを、清華

簡『良臣』で范蠡の「蠡」が「羅」で表記されるといった、歌部三等と歌部非三等

との通仮例によって示した。 

 続いて、真部について、これもかねてから指摘される、楚方言での耕部との関係

を、郭店簡『緇衣』「非甬（用）臸」と上博簡『緇衣』「非甬（用）霝」などの異

文や通仮関係によって示した後、そのような例をもとに真部の韻尾を二分する論法

が、楚方言にも適応可能か否かという問題を検討した。ここでは上博簡『成王爲城

濮之行』において、「民」声字が文部の「文」と通じる一方で、郭店簡『六德』で

は耕部の「萌」と通じると思われる例があることなどから、真部における韻尾の二

分に否定的な結論を得た。 

 最後に文部について、戦国楚方言においては真部字が一部分部に転じていた可能

性を指摘する先行研究をとりあげ、「申」声字や「𠳵」といった個別例について検

討を行い、「𠳵」については『詩経』時代から文部である一方、その他の例につい

ては真部に残留していた可能性が高いことを示した。またこれに加え、文部唇音声

母字における主母音の円唇非円唇の対立の曖昧性も、清華簡『殷高宗問於三壽』「八

紀則緍（紊）」のような例を用いて検討した。 

 

（Ⅲ）釋北大漢簡（參）《周馴》「非爵勿羈」 

——兼釋《詩‧召南‧行露》「誰謂雀無角」 

林 清源（國立中興大學中國文學系特聘教授） 

 

北大漢簡（參）《周馴》八月章記載周昭文公講述晉文公伐曹得金匱之書的故事，

簡102云：「非駿勿駕，非爵勿△」，簡103云：「非駿勿駕，毋使肖人也；非爵勿△， 

 

毋大不仁也」，簡文這兩個△字依序作 、 形。△字右下角所从「吕」形部

件，學界隸釋意見頗為分歧，並由此衍生出許多釋讀異說。經與秦漢文字比對結果，

已證實此一「吕」形部件實為「糸」旁省形，所以△字當隸定作「 」或「 」、「 」。
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出土秦漢文獻「 」皆讀作「羈」，而「 」、「羈」二字構形特徵又有相通之處，

二者當屬異體字關係，是以《周馴》「 」字也當援例釋讀為「羈」。《周馴》「爵」

字，學者皆通讀為雀鳥之「雀」，但「雀」字一般不與「羈」字搭配使用，且所謂「非

雀勿羈」的意涵，也無法與下文「毋大不仁也」的思想合理呼應，筆者懷疑此一「爵」

字當改讀為雀鼠之「𪖀」，因雀鼠性喜穿屋毀舍，盜食米粟作物，造成重大農損，捕

捉這類危害巨大的鼠輩，可以不被視作「不仁」的行為。 

《詩‧召南‧行露》「誰謂雀無角」的「角」字，早期學者皆訓作「獸角」，惟自

宋代以降，學者多轉向解作「鳥喙」，二說纏訟至今，仍無共識。因先秦「角」字未

有訓作「鳥喙」之例，且主張「鳥喙」說學者始終未能提出堅實證據，有鑑於此，筆

者主張仍宜從毛、鄭舊說，將〈行露〉「角」字訓作「獸角」。此詩「雀」字，歷來

學者皆理解為「麻雀」，但麻雀並無穿屋築巢習慣，與下文「何以穿我屋」的控訴扞

格不合，頗疑此一「雀」字也應通讀為「𪖀」。〈行露〉後二章係採「重章互足」修

辭手法，第二章「雀」、「角」、「屋」、「獄」四字，分別與第三章「鼠」、「牙」、

「墉」、「訟」四字互省互足，共同表示「雀鼠」、「角牙」、「屋墉」、「獄訟」

等概念。 

 

 

 

《特別寄稿》 

「中国古印研究国際シンポジウム2019 in 岩手」開催報告 

劉 海宇（岩手大学平泉文化研究センター教授） 

 

2019年3月5日から6月2日にかけて、玉澤友基(岩手大学人文社会科学部教授)と劉

の監修のもと、岩手県立博物館トピック展「風雅好古―太田夢庵の金石収蔵・研究

と文人の世界―」が開催された。太田夢庵（本名：孝太郎、1881～1967、盛岡出身）

は、中国古印の収蔵家と研究者として知られており、その没後、遺族が1,094顆も

の古印コレクションを岩手県立博物館に寄贈した。この展示会に合わせ、また中国

古印の研究を推進するため、岩手大学と復旦大学出土文献与古文字研究中心の共同

主催により、2019年4月21日から22日にかけて、岩手大学教育学部北桐ホールにて

「中国古印研究国際シンポジウム2019 in 岩手」が開催された。シンポジウムの日

程は2日間となっているが、1日目は基調講演と研究発表となっており、2日目の午

前中は岩手県立博物館にて古印を実見する「古印資料調査会」であった。 

このシンポジウムには、復旦大学出土文献与古文字研究中心の劉釗教授・陳剣教

授・施謝捷教授・廣瀬薫雄副研究員4名が来日され、日本の中国古印の研究者や岩

手大学書道科学生の諸君、また全日本篆刻連盟の協力のもと、篆刻家の方々も多数

出席してくださった。合せて100名近くの方がご参加いただいた（写真1）。 

また、復旦大学の先生方がシンポジウムの後に関西の公私機関に収蔵されている

中国古印資料等を調査したいという希望を事前に述べていたため、それぞれの収蔵

機関に連絡を取ったうえで、三日間にわたる資料調査を行った。ここでは、その調

査状況についても合せて報告したいと思う。 
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以下、国際シンポジウムのプログラム及び関西における中国古印調査の状況を期

日順に報告しておく。 

 

4月21日（日） 

【午前の部】 司会：藪 敏裕（岩手大学副学長） 

10：30-10：50 開会の辞 

岩渕 明 （岩手大学学長）、太田 稔（太田夢庵令孫・盛岡大学理事長・岩

手医科大学名誉教授）、劉 釗（復旦大学出土文献与古文字研究中心主任） 

10：50-12：00 基調講演 

① 玉澤 友基：年譜に見る太田夢庵の収集と研究 

② 劉 釗：從秦“交仁”等印談秦文字以“仁”為“信”的用字習慣 

12：00-13：00 昼食 

 

【午後の部】 

前半 司会とコメンテーター：陳 剣・劉 海宇 

13：00-13：30 施 謝捷：談新見古璽印中出現的幾個複姓 

13：30-13：50 廣瀬 薫雄：敦煌一棵樹烽燧遺跡出土西晉簡牘の「塞曹印信」

について 

13：50-14：10 石川 日出志（明治大学教授）：漢魏晋代駝鈕印の再加工 

14：10-14：30 松村 一徳（シールロード研究所所長）：『夢庵蔵陶』―太田

夢庵の陶文研究― 

14：30-14：50 矢野 千載（盛岡大学教授）：江陵鳳凰山第70号墓出土玉印「泠

賢」二顆の文字について 

 

後半 司会とコメンテーター：松村 一徳・廣瀬 薫雄 

15：10-15：40 和中 簡堂（全日本篆刻連盟理事長）：戦国文字について 

15：40-16：00 佐々木 佑記（書道博物館学芸員）：近代日本における印学の

受容－中国美術蒐集の視点から― 

16：00-16：20 原田 祐参（岩手県立博物館学芸員）：歴史資料にみる太田孝

太郎の足跡 

16：20-16：40 佐藤 貴保（盛岡大学准教授）：岩手県立博物館蔵西夏文印章

について 

16：40-17：00 劉 海宇：『楓園集古印譜』所收古璽的調查與研究 

17：00-17：30 質疑応答 

18：30～      情報交換会 

 

情報交換会では、日中の研究者及び篆刻家があいさつを行い、それぞれの感想や

意見等を述べた。さらに劉釗教授は、来年度、復旦大学出土文献与古文字研究中心

にて岩手大学と共同で中国古璽印の国際シンポジウムを開催したいという意向を

発表し、日本の研究者等の参加を呼び掛けた。 
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さて、以上の各発表のタイトルを見てわかるように、今回のシンポジウムは中国

古印をテーマとして設定したものである。12本発表のうち、「風雅好古」展に合わ

せて太田夢庵の古印・陶文等について扱ったものが5本あり、もっとも多かった。

ほかには、秦印文字の用字習慣・古印の複姓・「塞曹印信」・「泠賢」などの古印

文字を対象に扱ったもの、戦国文字全般を概説したもの、近代日本における中国古

印の受容等の研究もあった。今回は、日中の研究者が一堂に集まり、研究発表及び

密な議論が行われ、さらに今後の古印国際シンポジウムにもつなげられたこととな

り、たいへん有意義なシンポジウムであった。 

また、今回の展示会及び国際シンポジウムに合わせて、図録『風雅好古―太田夢

庵の金石収蔵・研究と文人の世界』（劉海宇・玉澤友基・松村一徳編、太田夢庵顕

彰会発行、2000円税込）を刊行した。岩手県立博物館が収蔵する太田夢庵中国古印

コレクションの古印199顆を中心に、太田夢庵の金石収蔵・太田夢庵の古印学研究

・太田夢庵の文人世界・太田夢庵年譜等の内容を掲載した。 

 

4月22日（月）  

10：00－12：00 岩手県立博物館の研修室にて古印資料調査会 

 

参加者が多数いたため、二つの研修室に分かれて調査会を実施した。復旦大学の

先生方は、先秦古璽を中心に実見した（写真2）。調査の際には、いくつかの釈読

に疑問のある字について、みんなで議論した。また、施謝捷氏が岩手県立博物館の

原田祐参氏に古印の保存方法等についていくつか助言を行った。 

調査終了後、復旦大学の先生方4名に松村一徳氏と劉を加えた六名で京都へ向か

った。 

 
写真 1（シンポジウム会場の様子、筆者撮影） 写真 2（岩手県博で古印実見、筆者撮影） 

   
 

4月23日（火） 

大谷大学へ向かい、古印の調査を行う。この博物館には、第13代学長の大谷瑩誠

旧蔵の中国古印800顆余り（羅掁玉『赫連泉館古印存』正續編の所收印を基礎とす
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る）が収蔵されている。同教育研究支援部の井上輝美女史と文学部講師の川端泰幸

氏が案内してくださった。当該博物館の規定により、1回につき見学者3名まで調査

古印6点まで、という条件が加えられたため、廣瀬氏を通訳として加えた復旦大学

の先生方4名で大谷大学発行『中国古印図録』資料ナンバー①～⑥の古印を調査し

た。その後、常設展をも見学したのち、大谷大学を離れた。 

 

11：00 泉屋博古館の廣川守館長に連絡を取ったうえで泉屋博古館を訪問。廣

川館長から図録の寄贈を受け、1時間ほど展示室を見学した。 

12：10 泉屋博古館を離れ、高速道路に乗り、滋賀県にあるミホ美術館（MIHO 

MUSEUM）へ向かった。 

14：30 美術館に到着。桑原康郎主任学芸員と鄭名桓女史に面会し、図録の寄

贈を受ける。鄭女史の案内で展示を見学した。我々が最も実見したかっ

た「秦公鐘」と「秦子鐘」は、担当学芸員の長期出張のため、残念なが

ら見学できなかった。鄭氏より寄贈された図録『中国戦国時代の霊獣』

の中に、「秦公鐘」と「秦子鐘」の写真が掲載されているが、銘文はは

っきりと読めない。 

16：30 見学が終わり、大阪に向かう。 

18：15 ホテルに到着。 

 

4月24日（水） 

10：00 和泉市久保惣記念美術館に到着。学芸員の後藤健一郎氏に案内してい

ただき、常設展の青銅器等を見学し、その後、書庫において貝塚茂樹旧

蔵書及び園田湖城旧蔵印譜を見学させてもらった。また副館長の橋詰文

之氏にも面会することができ、『帯鈎と中国古代青銅器』等の図録を入

手することができた。施謝捷氏は、園田湖城旧蔵印譜のなかに未見の資

料を見付けて、メモを取りながらじっくりと調査した。当該美術館には

園田湖城旧蔵古印600顆余りが収蔵されているが、未整理のため、実見

できなかったことは残念だった。 

12：00 見学終了、美術館の近くで昼食を取った後、ホテルに戻って休憩。 

15：40 再びホテルを出て、「匋鉨室」蔵印を調査するため、日本篆刻家協会

会長の尾崎蒼石氏宅へ向かう。 

16：00 尾崎氏宅に到着。尾崎氏と和田氏はすでに待っていた。尾崎氏の書斎

で、氏の所蔵される大量の古印と印譜を見学した。氏所蔵の古印と印譜

は、質・量ともにレベルが高く、我々は感嘆しきりだった。ちなみに、

氏所蔵の古印784顆は、2019年6月西冷印社出版社により『匋鉨室蔵古璽

印選』として刊行された。 

19：00 ホテルに戻り、和田廣幸氏も加わって一緒に夕食を取る。 

 

4月25日（木） 

09：00 ホテルをチェックアウトして奈良の依水園にある寧楽美術館へ向う。 
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10：00 到着。同館蔵中国古印は2,000顆余りにも達し、1940年に園田湖城に師

事した中村準一によって一括購入されたものである。2017年10月、同館

により、所蔵古印219顆を掲載した『寧楽美術館の印章―方寸にあふれ

る美』が刊行された。学芸部長の山崎智子氏に迎えられ、まず常設展を

見学し、次に収蔵庫へ案内された。収蔵庫の見学室において、古印を1

顆ずつ出していただき、合せて50顆ほど実見した。これらの古印は、事

前に廣瀬氏と打ち合わせたうえで、『寧楽美術館の印章』に基づいて博

物館側に調査希望を出していたものである。 

11：45 古印の実見終了。 

13：30 天理大学に行き、天理参考館を見学。学芸員の青木智史氏に面会して、

今回の岩手県立博物館展覧会の図録『風雅好古』を謹呈した。当該館に

は、1,000片以上の甲骨文・漢代画像石等の中国文物を所蔵しているが、

今回は常設展のみを見学することしかできなかった。 

15：30 見学終了。 

17：30 関西空港近くにある関西温泉ホテルに到着した。これですべての調査

が終了した。 

 

日本に所蔵される中国古印については、かつて小林斗盦氏が調査を行ったことが

あり、おおよそ1万顆あると言われていた（「日本現在の中国古印と古印譜」、『書

品』277号、1984年5月）。ところが最近、マカオの蕭春源氏が日本を含む中国大陸

以外の国と地域とに収蔵されている中国古印の数について統計調査を行い、「海外

古璽印的收藏」という文章を発表した（http://www.sohu.com/a/161596718_699369，

2017年8月1日）。これによれば、現在日本に所蔵される中国古印の数は、中国大陸

以外の国や地域では最も多く、おおよそ1万5千顆にも達する。そのうち、菅原石廬

氏「鴨雄緑齋」蔵印1,700顆余りと尾崎蒼石氏「匋鉨室」蔵印1,000顆余りは特に人

目を惹く。今回、関西の公私機関に収蔵されている中国古印資料等を調査し、日本

に所蔵される中国古印の一部を実見することができたのは非常に貴重な経験であ

った。 

 

《学会彙報》 

○大会委員会より 

（１）2019 年度第１回大会（総 72 回）が、2019 年７月６日（土）、成城大学を

会場に開催されました。 

 

○会報委員会より 

（１）2012 年７月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作

權規定」が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011

年３月発行）から同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用

に際しては、同規定の定めるところにより処理されることになりますので、希

望される方は、HP 掲載の利用申請書をダウンロードして事務局まで申請してく
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ださい。 

（２）年二回の大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、

新しい学術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。 

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会

に原稿の提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模

様、学会参加記、新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれ

ば何でも結構です。 

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルと

してお送りください。会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるって

のご寄稿をお待ちしております。 

 
○機関誌委員会より 

（１）『中國出土資料研究』第 24 号の締切について 

2010 年度大会（2011 年７月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年３

月 10 日開催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されており

ます。第 24 号の投稿締切日は、2019 年 12 月末日です。ふるってご寄稿下さ

いますよう、お願い申し上げます。 

なお、第 25 号の締切は 2020 年 12 月末日を予定しています。 

（２）『中國出土資料研究』の奥付について 

機関誌では、その奥付記載発行日と実際の出版日との間のずれが大きいこ

とに由来する問題が生じておりました。そこで、第 20 号からはその日付を一

致させることになりました。最新第 23 号の奥付は 2019 年７月発行となって

おります。 

（３）『中國出土資料研究』原稿送付先について 

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。その

際、メールアドレスもお知らせ下さい。 

 

○事務局より 

（１）払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご

入金下さい。 

口座番号：00180-5-13124   受取人：中国出土資料学会 

 なお会費は、    通常会員・準会員   年額４０００円 

              学生会員・海外会員   年額２０００円     

  です。 

（２）住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学文学部 大西研究室 

中国出土資料学会（事務局） 

（３）会員名簿は 2020年度より、奇数年のみの隔年発行となります。 


